
24 - 18
24 - 14
15 - 15

Ｃ 31 - 22
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 * 0 1 3 10 0 4 0 0 6 6 3 9 1 0
3 * 0 0 4 7 2 4 1 4 5 9 3 0 2 2
5 0 1 1 0 1 4 4 0 1 0 1 1 0 1 0
13 * 0 0 4 8 0 0 3 4 4 8 2 0 0 0
14 * 0 2 3 4 5 5 3 1 2 3 1 1 4 0
22 0 0 1 5 8 1 2 2 3 6 9 1 2 1 0
24 0 3 8 9 18 1 1 1 4 7 11 0 2 0 0
31 * 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32 0 0 0 3 3 0 0 2 0 1 1 1 0 0 0
34 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0
58 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2 0 0 0
73 0 1 6 2 2 0 1 0 2 0 2 1 2 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 20 33 63 13 21 12 22 32 54 15 16 10 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0
2 * 1 4 6 12 0 0 3 1 1 2 3 3 3 0
6 0 0 0 0 1 0 0 1 2 1 3 0 0 0 0
11 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0
17 * 4 10 3 3 0 0 3 2 2 4 5 1 3 1
24 * 0 2 2 7 2 2 3 2 1 3 4 2 0 0
35 0 0 2 0 1 2 2 1 2 3 5 0 1 0 0
36 * 0 0 5 10 0 1 2 2 6 8 3 2 1 0
37 * 0 1 8 22 0 4 1 7 9 16 2 0 1 1
76 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
78 0 0 1 0 2 0 0 4 0 1 1 1 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 21 25 59 4 9 19 19 25 44 20 11 8 2

RATE 23.8% 42.4% 44.4%

Team / Coach: 小木曽 湧 -
合　　　計 69 200

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

中村 信哉 0 1
津田 航匡 0 14

中谷 隆人 10 33
木下 雄太 16 31

今村 勇貴 6 24
山地 直樹 2 15

大西 康之 2 10
網本 拓夢 18 28

梅崎 健 15 34
桑原 啓樹 0 8

ST BS MIN

志賀 泰星 0 2

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

神戸大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 94 200
RATE 25.0% 52.4% 61.9%

0 - -
Team / Coach: 高木 憲章

濵田 悠暉 7 20
0 - -

須藤 寛太 0 2
下瀬 一輝 0 5

土森 彬史 0 3
太田 芳熙 6 8

小栗 尚幸 11 28
藤井 和月 28 35

武田 賢章 8 15
景山 瑛登 11 23

林中 賢太 10 20
稲葉 圭一郎 7 3

MIN

小坂 旋夏 0 4
岩﨑 秀飛 6 34

Ｆ REBOUND TO AS ST BS

記録 関西学生バスケットボール連盟

甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

戦評
【総括】
昨年3位の甲南大学と昨年7位の神戸大学の一戦となった。高さのある神戸大#37木下と得点ランキングでも名を連
ねる甲南大#24藤井に注目の試合である。試合開始から神戸大はスピード感あふれるバスケットを展開し、速攻から
次々と得点して流れを掴んだ。甲南大は最初にいきなり失点するも、#24藤井を軸に安定して得点し、最初は流れを
神戸大に掴まれたが、第一ピリオド後半には逆転し、続く第二ピリオドも相手のゾーンディフェンスに対応して得点。
また相手のミスから確実に点をものにし、神戸大との差を広げていった。その後のピリオドも甲南大学が試合を支配
し続ける。開始から走っていた神戸大も疲れが出始めたのか、ミスやリバウンドを相手に取られてしまい、流れを呼び
込むことができないまま試合終了。最終スコアは94対69で甲南大の勝利。
【第一ピリオド】
先制点は神戸大。先制した後も流れるような速攻から連続得点で開始3分で12得点。試合の流れを掴む。対する
甲南大も流れを戻そうと速攻で着実に点数を重ねていき、甲南大#24藤井のバスケットカウントと3Pシュートを沈め逆
転に成功。ここから神戸大のターンオーバーやシュートミスから点数を重ね、少しずつ差を広げた。第一ピリオドは24
対18で甲南大のリードで終わった。
【第二ピリオド】
開始早々、甲南大#2岩﨑のスティールからの速攻で得点。神戸大のシュートがなかなか入らず、ターンオーバーも
重なって、相手に次々と得点されてしまう。残分8分、点差が12点差になったところで神戸大がたまらずタイムアウト。
タイムアウト明け、神戸大はゾーンディフェンスに変更。しかし、甲南大#24藤井の得点が止まらず、差を広げ続け
る。ここでまたも神戸大がタイムアウトを取る。それでも甲南大の流れは変わらない。
【第三ピリオド】
神戸大にとって巻き返しを図りたい第三ピリオド開始。その神戸大が#2梅崎の3Pシュートで応援席も盛り上がりを
見せた。しかし簡単に流れを渡さない甲南大。自分達のバスケットを展開し、安定して得点する。神戸大も果敢に得
点を狙っていくが、なかなかシュートが決まらないうえにリバウンドを甲南大に支配され差は縮まらないまま63対47と
甲南大のリードで終わった。
【第四ピリオド】
最終ピリオド。甲南大#24藤井の得点は止まらず、いきなりシュートを決める。神戸大も#17網本と#37木下の得点な
どで巻き返しを図る。それでも甲南大のバスケットは変わらない。#2岩﨑の展開から#24藤井が得点するというスタイ
ルを貫き、点差は20点代に広がる。一矢報いたい神戸大も前からディフェンスを仕掛けたが落ち着いていた甲南大
との差は縮まらず試合終了。94対69で甲南大の勝利。

主審 澤井 浩史 副審 佐藤 慎士 戦評 入江 拓実(大教大)

神戸大学開始時間 13:20
会　　場 桃山学院大学
コ ー ト 勝ち点 4 勝ち点 0試合ＮＯ 223

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

94 69

敗チーム

試 合 日 2017.09.23
甲南大学


